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荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 

第 21 回 維持管理・環境管理専門委員会 議事録 

 

●平成 29 年 2 月 2日（木）9:30～11:30、イコス上尾 

 

【議事結果】 

① 維持管理計画(案)の内容すべて実施するのは困難なため、優先順位をつけて当面実施する場

所を選定する。委員長と事務局で優先的な実施箇所を絞り込み、リーダー候補を考えて個別

に調整し、実施日を設定する。スタッフについては、協議会に広く参加を呼びかける。 

② 企業の CSR 活動の場としての活用については、活動の成果が企業にとってわかりやすくアピ

ールできるものだと対応してくれると考えられる。ニーズはあるので、そこに向けた広報に

取り組む。広報 WG で方策を検討する。企業の活動の受け皿の体制を確保する必要がある。 

③ 4/8 の 3 地区合同イベントについては、各関係者と調整を図って詳細を決定する。 

④ 秋のイベントについては、外来種の草抜きと昆虫観察を基本案とする。開催日は 10/21（土）

を仮設定する。 

⑤ かわじま輪中ウォーキングにおける太郎右衛門橋下のルート変更(案)の協議については、所

管の川島町教育委員会へ相談に伺う。 

⑥ 2/12 の維持管理イベントは、本日が参加申し込みの〆切であるが現時点で申込ゼロであるた

め、各委員で参加者を募る。 

⑦ ハンノキの幼木移植は2/12イベント終了後に有志で実施する。1時間程度の作業を予定する。 

⑧ 管理用通路・看板については、事務局でとりまとめた内容で協議会に提案する。 

⑨ 今年度工事箇所の状況と今後の対応については、事務局案の内容で協議会に提案する。 

⑩ オブザーバー視察は、委員長と事務局で、候補を決めて実施することとする。 

⑪ エコロジカルネットワークの検討方針について、委員から意見を紙面で頂いた。新たな組織

を立ち上げて検討することは現実的ではないため、維持管理・環境管理専門委員会でエコロ

ジカルネットワークについて検討する。 

⑫ エコロジカルネットワークに入間川・古谷上（握津）を追加してほしいとの意見が出された。 

 

【主な議事内容】 

◎報告事項 

●各会議の議事録 

・ 質疑無し。 

 

●マーケットリサーチ実施状況と予定について 

・ 今後も粘り強く続けていくこととする。 

 

◎協議事項 

●維持管理計画について 

・ 維持管理計画(案)にある内容すべてを実施するのは困難なので、優先順位をつけて当面実施

する場所を選定する。 

� 事務局としては、「呑口」「導水路」「柵」等の構造物周辺については現時点で機能を果た
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さないわけではないので、それよりも「上池の整備地」「中池の保全エリア」「下池ハン

ノキ移植地」の状態が悪くならないようにこれらを優先的に実施した方が良いと考える。

さらに後者については、「上池の整備地」と「下池ハンノキ移植地」の方がより優先度が

高いと考える。 

� 委員長と事務局で優先的な実施箇所を絞り込み、リーダー候補を考えて個別に調整し、

実施日を設定する。スタッフについては、協議会に広く参加を呼びかける。 

� 荒川上流河川事務所で予算を確保することを考えて欲しい。また、助成金の活用も考え

たい。プロに頼める方法を考えたい。 

� 荒川上流河川事務所では、維持管理については協議会の対応事項と考えている。 

� ボランティアを募る際、なぜ国有地で維持管理を実施しなければならないのか等理解し

づらい部分がある。その感覚を変えるような取り組みも必要である。 

� 高校などの学校が参加してくれると良い。 

� 既存の団体はその団体が抱えているやるべきことがあるので、ほかのことを実施するの

は難しい。 

� 企業については、成果がわかりやすくアピールできるものだと対応してくれると思われ

る。ニーズはあるので、そこに向けた広報に取り組む必要がある。広報 WG で取り組んで

欲しい。またそのためには、受け皿としての組織体制をしっかりしていく必要がある。 

 

●H29 のイベント内容・スケジュールについて 

・ 4/8 の 3 地区合同イベントについては、各関係者と調整を図って詳細を決定する。 

・ 秋のイベントについては、外来種の草抜きと昆虫観察を基本案とする。開催日は 10/21（土）

を仮設定する。なお、コストに関しては、このイベント単体で参加人数に比して評価するの

ではなく、この事業全体におよぶ効果の面で考えるべきである。削るところは削るが、安全

管理やトイレなどについては確保することが望ましい。備品は揃ってきたのでこれを活用し、

危険度が高く内容に不確実性の多い魚類関係は実施しないこととし、材料費や準備に手間が

かかる食べ物系も実施しないこととする。 

・ 自治体イベントへの出展については継続して実施する。 

・ かわじま輪中ウォーキングにおける太郎右衛門橋下のルート変更(案)の協議については、川

島町教育委員会へ相談に伺うこととする。 

 

●2 月の維持管理イベントについて 

・ 本日が〆切であるが現時点で申込ゼロであるため、各委員でイベントチラシ等の募集情報を

拡散して参加者を募る。 

 

●ハンノキ幼木の移植について 

・ イベントが終了後、有志で引き続き実施する。1時間程度の作業を予定する。 

 

●管理用通路・看板について 

・ これまでの検討結果のまとめを確認した。この内容を協議会に提案する。 
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●今年度工事箇所の状況と今後の対応について 

・ 現地で検討した結果に基づく事務局案を確認した。この内容を協議会に提案する。 

 

●オブザーバー視察について 

・ 委員長と事務局で、声をかける方を決めて実施することとする。 

 

●エコロジカルネットワークの検討方針について 

・ 委員から提出の意見を確認した。現在の協議会メンバーでこのテーマを独自に取り扱う組織

を新たに立ち上げるのは現実的ではないため、当面、維持管理・環境管理専門委員会でこの

テーマを取り扱っていく方針を協議会に提案する。 

・ エコロジカルネットワークに入間川・古谷上（握津）を追加してほしいとの意見が出された。 

 

以上 

 

  


